
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 国際スノーボード＆スケートボード専門学校 
設置者名 学校法人 国際総合学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

文化・教養専門課

程 

ウィンタースポ

ーツ学科 

夜 ・

通信 
1,584時間 160時間  

スポーツビジネ

ス学科 

夜 ・

通信 
1,460時間 160時間  

スノーボード学

科トップアスリ

ートコース 

夜 ・

通信 
1,596時間 160時間  

スノーボード学

科スノーボード

ビジネスコース 

夜 ・

通信 
1,322時間 160時間  

スケートボード

学科トップアス

リートコース 

夜 ・

通信 
1,096時間 160時間  

スケートボード

学科ｽｹｰﾄﾎﾞｰﾄﾞﾋﾞ

ｼﾞﾈｽコース 

夜 ・

通信 
1,012時間 160時間  

アクションスポ

ーツ専攻科 

夜 ・

通信 
906時間 160時間  

大学併修学科ス

ノーボードｺｰｽ 

夜 ・

通信 
1,414時間 160時間  

大学併修学科ス

ケートボードｺｰｽ 

夜 ・

通信 
732時間 160時間  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
https://jwsc-snow.com/blog/wp-

content/themes/jwsc/file/disclosure/2024/r5_jitumu.pdf 



  

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 国際スノーボード＆スケートボード専門学校 
設置者名 学校法人 国際総合学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://jwsc-snow.com/blog/wp-

content/themes/jwsc/file/disclosure/2023/yakuin_meibo.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 会社役員 

2023 年 6 月

1 日～2027

年 5月 31日 

政策的観点 

非常勤 団体職員 

2023 年 6 月

1 日～2027

年 5月 31日 

教育統括的視点 

非常勤 弁護士 

2023 年 6 月

1 日～2027

年 5月 31日 

法的観点 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 国際スノーボード＆スケートボード専門学校 

設置者名 学校法人 国際総合学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

教育理念、ボードスポーツ業界の動向や現状を踏まえ、基礎基本の定着、応用へとは

発展させる。さらに、即戦力となる力を養う実践的な授業展開となるよう計画、作成

する。 

 

・2月：教務会議（カリキュラム決定、シラバス（案）の策定） 

・3月：シラバス作成 

・3月末：教務会議（シラバス確認、確定） 

・4月：学生へ授業概要説明以、公表（ホームページ記載） 



  

授業計画書の公表方法 

■ウィンタースポーツ学科スノーボード専攻 

https://jwsc-snow.com/blog/wp-

content/themes/jwsc/file/disclosure/2024/syll

abus_ws_snowbord.pdf 

 

■スポーツビジネス学科 

https://jwsc-snow.com/blog/wp-

content/themes/jwsc/file/disclosure/2024/syll

abus_spobizz.pdf 

 

■スノーボード学科 

https://jwsc-snow.com/blog/wp-

content/themes/jwsc/file/disclosure/2024/syll

abus_sn.pdf 

 

■スケートボード学科 

https://jwsc-snow.com/blog/wp-

content/themes/jwsc/file/disclosure/2024/syll

abus_sk.pdf 

 

■アクションスポーツ専攻科 

https://jwsc-snow.com/blog/wp-

content/themes/jwsc/file/disclosure/2024/syll

abus_acctionsports.pdf 

 

■大学併修研究科 

https://jwsc-snow.com/blog/wp-

content/themes/jwsc/file/disclosure/2024/syll

abus_university.pdf 

 

 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 

https://jwsc-snow.com/blog/wp-content/themes/jwsc/file/disclosure/2024/syllabus_ws_snowbord.pdf
https://jwsc-snow.com/blog/wp-content/themes/jwsc/file/disclosure/2024/syllabus_ws_snowbord.pdf
https://jwsc-snow.com/blog/wp-content/themes/jwsc/file/disclosure/2024/syllabus_ws_snowbord.pdf
https://jwsc-snow.com/blog/wp-content/themes/jwsc/file/disclosure/2024/syllabus_spobizz.pdf
https://jwsc-snow.com/blog/wp-content/themes/jwsc/file/disclosure/2024/syllabus_spobizz.pdf
https://jwsc-snow.com/blog/wp-content/themes/jwsc/file/disclosure/2024/syllabus_spobizz.pdf
https://jwsc-snow.com/blog/wp-content/themes/jwsc/file/disclosure/2024/syllabus_sn.pdf
https://jwsc-snow.com/blog/wp-content/themes/jwsc/file/disclosure/2024/syllabus_sn.pdf
https://jwsc-snow.com/blog/wp-content/themes/jwsc/file/disclosure/2024/syllabus_sn.pdf
https://jwsc-snow.com/blog/wp-content/themes/jwsc/file/disclosure/2024/syllabus_sk.pdf
https://jwsc-snow.com/blog/wp-content/themes/jwsc/file/disclosure/2024/syllabus_sk.pdf
https://jwsc-snow.com/blog/wp-content/themes/jwsc/file/disclosure/2024/syllabus_sk.pdf
https://jwsc-snow.com/blog/wp-content/themes/jwsc/file/disclosure/2024/syllabus_acctionsports.pdf
https://jwsc-snow.com/blog/wp-content/themes/jwsc/file/disclosure/2024/syllabus_acctionsports.pdf
https://jwsc-snow.com/blog/wp-content/themes/jwsc/file/disclosure/2024/syllabus_acctionsports.pdf
https://jwsc-snow.com/blog/wp-content/themes/jwsc/file/disclosure/2024/syllabus_university.pdf
https://jwsc-snow.com/blog/wp-content/themes/jwsc/file/disclosure/2024/syllabus_university.pdf
https://jwsc-snow.com/blog/wp-content/themes/jwsc/file/disclosure/2024/syllabus_university.pdf


  

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

①必修科目とされているものは、すべて履修しなければならない。 

②成績評価は、出席率、普段の授業態度、科目終了時の考査、確認テスト、

提出課題、検定取得状況、大会成績等によって総合的に評価をする。 

③考査試験（筆記、実技）については、60点以上を合格点とする。出席に

ついては、80%以上の出席者に対して評価をする。 

④各科目の成績は、100点満点で評価をする。 

 講義：考査（60%）、平常点（40%） 実技・実習：関心、意欲、態度、技

能 ※平常点は、学習意欲、理解度、出席率などをいう。※各科目の実情

により、評価基準を変更し評価をする場合がある。 

⑤成績評価は、A、B、C、Dの 4段階とする。 

A（秀 80 点以上）B（優 70 点以上）C（良 60 点以上）D（負荷 60 点

未満） 

⑥考査資格。出席、授業態度等に問題がある者は、評価考査の対象から外

れる場合がある。 

⑦追試験。D評価の科目は追試験を受けることができる。追試験合格の科目

は原則として、C 評価となる。追試験に合格しないものは科目不合格とな

る。追試験を受験する場合には、受験料を納入しなければならない。 

⑧認定試験。追試験不合格者は認定試験を受験することができる。認定試

験合格の科目は、C評価とし、合格しない者は科目不合格となる。認定試験

を受験する場合は、試験料を納入しなければならない。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

学生の成績状況を把握できるよう、各科目評価を 100点満点で点数化し、合計点を科

目数で割った平均点を指標とする。 

・算出された指数は、成績分布状況の把握に使用する。 

・成績分布は、成績評価をもとに作成する。 

・成績分布の下位の学生に対し、指導を行う場合がある。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

https://jwsc-snow.com/blog/wp-

content/themes/jwsc/file/disclosure/02_06_hyo

ka.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 



  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

ディプロマポリシー 

（１）専門知識・技術、魅力ある人間力を備えていること。 

（２）各業界、地域社会で活躍・貢献できる実践力をもっていること。 

（３）創造力、問題発見力・解決能力をもっていること。 

 

卒業条件基準 

（１）全年次の出席が良好（８０％以上）であること。 

（２）全年次の科目評価が全てＣ以上であること。 

（３）その他、生活行為等において問題がないこと。 

（４）授業料等の費用を全て納付していること。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

https://jwsc-snow.com/blog/wp-

content/themes/jwsc/file/disclosure/02_03_con

ditions_2022.pdf 
 

  



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 国際スノーボード＆スケートボード専門学校 

設置者名 学校法人 国際総合学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
https://jwsc-snow.com/blog/wp-

content/themes/jwsc/file/disclosure/2024/taisyaku.pdf?2 

収支計算書又は

損益計算書 
https://jwsc-snow.com/blog/wp-

content/themes/jwsc/file/disclosure/2024/syushikeisansyo.pdf?2 

財産目録 
https://jwsc-snow.com/blog/wp-

content/themes/jwsc/file/disclosure/2024/zaisanmokuroku.pdf?2 

事業報告書 
https://jwsc-snow.com/blog/wp-

content/themes/jwsc/file/disclosure/2024/jigyouhoukoku.pdf?2 

監事による監査

報告（書） 
https://jwsc-snow.com/blog/wp-

content/themes/jwsc/file/disclosure/2024/kanjikansa.pdf?2 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文化・教養課

程 

ウィンタースポーツ

学科スノーボード専

攻 

〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

昼 

1,910 

単位時間／単位 

296 単位

時間/単

位 

42 単位時

間/単位 

1,134 単

位時間/

単位 

0 単位時

間/単位 

438 単位

時間/単

位 

1,910単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

10人 5人 0 人 5人 13人 

18 

人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

教育理念、ウィンター業界の動向や現状を踏まえ、基礎基本の定着、応用へと発展さ

せる。さらに、即戦力となる力を養う実践的な授業展開となるよう計画、作成する。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

①必修科目とされているものは、全て履修しなければならない。 

②成績評価は、出席率、普段の授業態度、科目修了時の考査、確認テスト、提出課題、

検定取得状況、大会成績等の資料によって総合的に評価する。 

③考査試験（筆記、実技）については、60点以上を合格点とする。出席については、

80%以上の出席率の者に対して評価をする。 



  

④各科目の成績は、100点満点で評価をする。 

講義：考査（60%）、平常点（40%） 実技・実習：関心、意欲、態度、技能 

※平常点は、学習意欲、理解度、出席率などをいう。 

※各科目の実情により、評価基準を変更し評価をする場合がある。 

⑤成績評価はＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階とする。 

A（秀 80点以上）B（優 70点以上）C（良 60点以上）D（不可 60点未満） 

⑥考査資格。出席、授業態度等に問題がある者は、評価考査の対象から外れる場合が

ある。 

⑦追試。D 評価の科目は追試を受けることができる。追試合格の科目は原則として C

評価となる。追試に合格しない者は科目不合格となる。追試を受験する場合は、試験

料を納入しなければならない。 

⑧認定試験。追試験不合格者は認定試験を受けることができる。認定試験合格の科目

は C評価とし、合格しない者は科目不合格となる。認定試験を受験する場合は、試験

料を納入しなければならない。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

本校では、以下のような能力を身につけ、かつ所定の単位を修得した学生に対して卒

業を認定する。年度末の判定会議において審査し決定する。 

 

ディプロマポリシー 

（１）専門知識・技術、魅力ある人間力を備えていること。 

（２）各業界、地域社会で活躍・貢献できる実践力をもっていること。 

（３）創造力、問題発見力・解決能力をもっていること。 

 

卒業条件基準 

（１）全年次の出席が良好（８０％以上）であること。 

（２）全年次の科目評価が全てＣ以上であること。 

（３）その他、生活行為等において問題がないこと。 

（４）授業料等の費用を全て納付していること。 

 

進級条件 

 （１）1年次の出席が良好（８０％以上）であること。 

 （２）1年次の科目評価が全てＣ以上であること。 

 （３）その他、生活行為等において問題がないこと。 

 （４）授業料等の費用を全て納付していること。 

学修支援等 

（概要） 

学年担任制度、少人数指導、就職サポート制度があり学校生活から就職活動まで幅広

く支援体制を設けている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 5人 

（100％） 

2人 

（40％） 

2人 

（40％） 

1人 

（20％） 



  

（主な就職、業界等） 

ウィンタースポーツ業界、スポーツショップ 

（就職指導内容） 

（就職指導内容） 

学生の適性を把握し個別指導を実施。企業訪問研修やインターンシップ等実施し就職観

を育成し就職へと結びつける。学校独自にウィンター業界からの求人情報等の情報を提

供している。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

Word文書処理技能認定試験 3 級、Excel表計算処理技能認定試験 3 級、社会人常識マナ

ー検定 3級、スポーツ医学検定 

（備考）（任意記載事項） 

2023年募集停止、2024年 2学年のみ在籍 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  0人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

なし 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任による学生状況の把握、個別面談等実施し、全教職員にて情報共有し支援や退学

抑止に努めている。 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文化・教養課

程 

スポーツビジネス学

科 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

昼 

1,920 

単位時間／単位 

394 単位

時間/単

位 

126 単位

時間/単

位 

1,118 単

位時間/

単位 

0 単位時

間/単位 

242 単位

時間/単

位 

1,920単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

10人 2人 0 人 5人 13人 

18 

人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

教育理念、ウィンター業界の動向や現状を踏まえ、基礎基本の定着、応用へと発展さ

せる。さらに、即戦力となる力を養う実践的な授業展開となるよう計画、作成する。 

成績評価の基準・方法 



  

（概要） 

①必修科目とされているものは、全て履修しなければならない。 

②成績評価は、出席率、普段の授業態度、科目修了時の考査、確認テスト、提出課題、

検定取得状況、大会成績等の資料によって総合的に評価する。 

③考査試験（筆記、実技）については、60点以上を合格点とする。出席については、

80%以上の出席率の者に対して評価をする。 

④各科目の成績は、100点満点で評価をする。 

講義：考査（60%）、平常点（40%） 実技・実習：関心、意欲、態度、技能 

※平常点は、学習意欲、理解度、出席率などをいう。 

※各科目の実情により、評価基準を変更し評価をする場合がある。 

⑤成績評価はＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階とする。 

A（秀 80点以上）B（優 70点以上）C（良 60点以上）D（不可 60点未満） 

⑥考査資格。出席、授業態度等に問題がある者は、評価考査の対象から外れる場合が

ある。 

⑦追試。D 評価の科目は追試を受けることができる。追試合格の科目は原則として C

評価となる。追試に合格しない者は科目不合格となる。追試を受験する場合は、試験

料を納入しなければならない。 

⑧認定試験。追試験不合格者は認定試験を受けることができる。認定試験合格の科目

は C評価とし、合格しない者は科目不合格となる。認定試験を受験する場合は、試験

料を納入しなければならない。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

本校では、以下のような能力を身につけ、かつ所定の単位を修得した学生に対して卒

業を認定する。年度末の判定会議において審査し決定する。 

 

ディプロマポリシー 

（１）専門知識・技術、魅力ある人間力を備えていること。 

（２）各業界、地域社会で活躍・貢献できる実践力をもっていること。 

（３）創造力、問題発見力・解決能力をもっていること。 

 

卒業条件基準 

（１）全年次の出席が良好（８０％以上）であること。 

（２）全年次の科目評価が全てＣ以上であること。 

（３）その他、生活行為等において問題がないこと。 

（４）授業料等の費用を全て納付していること。 

 

進級条件 

 （１）1年次の出席が良好（８０％以上）であること。 

 （２）1年次の科目評価が全てＣ以上であること。 

 （３）その他、生活行為等において問題がないこと。 

 （４）授業料等の費用を全て納付していること。 

学修支援等 

（概要） 

学年担任制度、少人数指導、就職サポート制度があり学校生活から就職活動まで幅広

く支援体制を設けている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  



  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 5人 

（100％） 

1人 

（40％） 

3人 

（40％） 

1人 

（20％） 

（主な就職、業界等） 

リゾート施設、地域おこし協力隊 

（就職指導内容） 

（就職指導内容） 

学生の適性を把握し個別指導を実施。企業訪問研修やインターンシップ等実施し就職観

を育成し就職へと結びつける。学校独自にウィンター業界からの求人情報等の情報を提

供している。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

Word文書処理技能認定試験 3 級、Excel表計算処理技能認定試験 3 級、社会人常識マナ

ー検定 3級、スポーツ医学検定 

（備考）（任意記載事項） 

2023年募集停止、2024年 2学年のみ在籍 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  0人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

なし 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任による学生状況の把握、個別面談等実施し、全教職員にて情報共有し支援や退学

抑止に努めている。 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文化・教養課

程 

スノーボード学科ト

ップアスリートｺｰｽ 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

昼 

1,866 

単位時間／単位 

350 単位

時間/単

位 

104 単位

時間/単

位 

882 単位

時間/単

位 

0 単位時

間/単位 

530 単位

時間/単

位 

1,866単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

10人 7人 1 人 5人 13人 

18 

人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 



  

（概要） 

教育理念、ウィンター業界の動向や現状を踏まえ、基礎基本の定着、応用へと発展さ

せる。さらに、即戦力となる力を養う実践的な授業展開となるよう計画、作成する。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

①必修科目とされているものは、全て履修しなければならない。 

②成績評価は、出席率、普段の授業態度、科目修了時の考査、確認テスト、提出課題、

検定取得状況、大会成績等の資料によって総合的に評価する。 

③考査試験（筆記、実技）については、60点以上を合格点とする。出席については、

80%以上の出席率の者に対して評価をする。 

④各科目の成績は、100点満点で評価をする。 

講義：考査（60%）、平常点（40%） 実技・実習：関心、意欲、態度、技能 

※平常点は、学習意欲、理解度、出席率などをいう。 

※各科目の実情により、評価基準を変更し評価をする場合がある。 

⑤成績評価はＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階とする。 

A（秀 80点以上）B（優 70点以上）C（良 60点以上）D（不可 60点未満） 

⑥考査資格。出席、授業態度等に問題がある者は、評価考査の対象から外れる場合が

ある。 

⑦追試。D 評価の科目は追試を受けることができる。追試合格の科目は原則として C

評価となる。追試に合格しない者は科目不合格となる。追試を受験する場合は、試験

料を納入しなければならない。 

⑧認定試験。追試験不合格者は認定試験を受けることができる。認定試験合格の科目

は C評価とし、合格しない者は科目不合格となる。認定試験を受験する場合は、試験

料を納入しなければならない。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

本校では、以下のような能力を身につけ、かつ所定の単位を修得した学生に対して卒

業を認定する。年度末の判定会議において審査し決定する。 

 

ディプロマポリシー 

（１）専門知識・技術、魅力ある人間力を備えていること。 

（２）各業界、地域社会で活躍・貢献できる実践力をもっていること。 

（３）創造力、問題発見力・解決能力をもっていること。 

 

卒業条件基準 

（１）全年次の出席が良好（８０％以上）であること。 

（２）全年次の科目評価が全てＣ以上であること。 

（３）その他、生活行為等において問題がないこと。 

（４）授業料等の費用を全て納付していること。 

 

進級条件 

 （１）1年次の出席が良好（８０％以上）であること。 

 （２）1年次の科目評価が全てＣ以上であること。 

 （３）その他、生活行為等において問題がないこと。 

 （４）授業料等の費用を全て納付していること。 

学修支援等 



  

（概要） 

学年担任制度、少人数指導、就職サポート制度があり学校生活から就職活動まで幅広

く支援体制を設けている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 0人 

（100％） 

0人 

（  ％） 

0人 

（  ％） 

0人 

（  ％） 

（主な就職、業界等） 

 

（就職指導内容） 

（就職指導内容） 

学生の適性を把握し個別指導を実施。企業訪問研修やインターンシップ等実施し就職観

を育成し就職へと結びつける。学校独自にウィンター業界からの求人情報等の情報を提

供している。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

Word文書処理技能認定試験 3 級、Excel表計算処理技能認定試験 3 級、社会人常識マナ

ー検定 3級、スポーツ医学検定、NSCA-CPT検定 

（備考）（任意記載事項） 

2024年 1学年のみ在籍 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  0人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

なし 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任による学生状況の把握、個別面談等実施し、全教職員にて情報共有し支援や退学

抑止に努めている。 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文化・教養課

程 

スノーボード学科ｽﾉｰ

ﾎﾞｰﾄﾞﾋﾞｼﾞﾈｽｺｰｽ 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

昼 

1,842 

単位時間／単位 

506 単位

時間/単

位 

144 単位

時間/単

位 

928 単位

時間/単

位 

0 単位時

間/単位 

264 単位

時間/単

位 

1,842単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 



  

10人 6人 0 人 5人 13人 

 

18人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

教育理念、ウィンター業界の動向や現状を踏まえ、基礎基本の定着、応用へと発展さ

せる。さらに、即戦力となる力を養う実践的な授業展開となるよう計画、作成する。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

①必修科目とされているものは、全て履修しなければならない。 

②成績評価は、出席率、普段の授業態度、科目修了時の考査、確認テスト、提出課題、

検定取得状況、大会成績等の資料によって総合的に評価する。 

③考査試験（筆記、実技）については、60点以上を合格点とする。出席については、

80%以上の出席率の者に対して評価をする。 

④各科目の成績は、100点満点で評価をする。 

講義：考査（60%）、平常点（40%） 実技・実習：関心、意欲、態度、技能 

※平常点は、学習意欲、理解度、出席率などをいう。 

※各科目の実情により、評価基準を変更し評価をする場合がある。 

⑤成績評価はＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階とする。 

A（秀 80点以上）B（優 70点以上）C（良 60点以上）D（不可 60点未満） 

⑥考査資格。出席、授業態度等に問題がある者は、評価考査の対象から外れる場合が

ある。 

⑦追試。D 評価の科目は追試を受けることができる。追試合格の科目は原則として C

評価となる。追試に合格しない者は科目不合格となる。追試を受験する場合は、試験

料を納入しなければならない。 

⑧認定試験。追試験不合格者は認定試験を受けることができる。認定試験合格の科目

は C評価とし、合格しない者は科目不合格となる。認定試験を受験する場合は、試験

料を納入しなければならない。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

本校では、以下のような能力を身につけ、かつ所定の単位を修得した学生に対して卒

業を認定する。年度末の判定会議において審査し決定する。 

 

ディプロマポリシー 

（１）専門知識・技術、魅力ある人間力を備えていること。 

（２）各業界、地域社会で活躍・貢献できる実践力をもっていること。 

（３）創造力、問題発見力・解決能力をもっていること。 

 

卒業条件基準 

（１）全年次の出席が良好（８０％以上）であること。 

（２）全年次の科目評価が全てＣ以上であること。 

（３）その他、生活行為等において問題がないこと。 

（４）授業料等の費用を全て納付していること。 

 

進級条件 

 （１）1年次の出席が良好（８０％以上）であること。 

 （２）1年次の科目評価が全てＣ以上であること。 

 （３）その他、生活行為等において問題がないこと。 



  

 （４）授業料等の費用を全て納付していること。 

学修支援等 

（概要） 

学年担任制度、少人数指導、就職サポート制度があり学校生活から就職活動まで幅広

く支援体制を設けている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 0人 

（100％） 

0人 

（  ％） 

0人 

（  ％） 

0人 

（  ％） 

（主な就職、業界等） 

 

（就職指導内容） 

（就職指導内容） 

学生の適性を把握し個別指導を実施。企業訪問研修やインターンシップ等実施し就職観

を育成し就職へと結びつける。学校独自にウィンター業界からの求人情報等の情報を提

供している。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

Word文書処理技能認定試験 3 級、Excel表計算処理技能認定試験 3 級、社会人常識マナ

ー検定 3級、スポーツ医学検定、NSCA-CPT検定 

（備考）（任意記載事項） 

2024年 1学年のみ在籍 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  0人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

なし 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任による学生状況の把握、個別面談等実施し、全教職員にて情報共有し支援や退学

抑止に努めている。 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文化・教養課

程 

スケート学科トップ

アスリートｺｰｽ 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 



  

2年 

昼 

1,808 

単位時間／単位 

336 単位

時間/単

位 

174 単位

時間/単

位 

906 単位

時間/単

位 

0 単位時

間/単位 

392 単位

時間/単

位 

1,808単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

20人 5人 0 人 5人 13人 

 

18人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

教育理念、ボードスポーツ業界の動向や現状を踏まえ、基礎基本の定着、応用へと発

展させる。さらに、即戦力となる力を養う実践的な授業展開となるよう計画、作成す

る。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

①必修科目とされているものは、全て履修しなければならない。 

②成績評価は、出席率、普段の授業態度、科目修了時の考査、確認テスト、提出課題、

検定取得状況、大会成績等の資料によって総合的に評価する。 

③考査試験（筆記、実技）については、60点以上を合格点とする。出席については、

80%以上の出席率の者に対して評価をする。 

④各科目の成績は、100点満点で評価をする。 

講義：考査（60%）、平常点（40%） 実技・実習：関心、意欲、態度、技能 

※平常点は、学習意欲、理解度、出席率などをいう。 

※各科目の実情により、評価基準を変更し評価をする場合がある。 

⑤成績評価はＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階とする。 

A（秀 80点以上）B（優 70点以上）C（良 60点以上）D（不可 60点未満） 

⑥考査資格。出席、授業態度等に問題がある者は、評価考査の対象から外れる場合が

ある。 

⑦追試。D 評価の科目は追試を受けることができる。追試合格の科目は原則として C

評価となる。追試に合格しない者は科目不合格となる。追試を受験する場合は、試験

料を納入しなければならない。 

⑧認定試験。追試験不合格者は認定試験を受けることができる。認定試験合格の科目

は C評価とし、合格しない者は科目不合格となる。認定試験を受験する場合は、試験

料を納入しなければならない。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

本校では、以下のような能力を身につけ、かつ所定の単位を修得した学生に対して卒

業を認定する。年度末の判定会議において審査し決定する。 

 

ディプロマポリシー 

（１）専門知識・技術、魅力ある人間力を備えていること。 

（２）各業界、地域社会で活躍・貢献できる実践力をもっていること。 

（３）創造力、問題発見力・解決能力をもっていること。 

 

卒業条件基準 

（１）全年次の出席が良好（８０％以上）であること。 

（２）全年次の科目評価が全てＣ以上であること。 

（３）その他、生活行為等において問題がないこと。 

（４）授業料等の費用を全て納付していること。 



  

 

進級条件 

 （１）1年次の出席が良好（８０％以上）であること。 

 （２）1年次の科目評価が全てＣ以上であること。 

 （３）その他、生活行為等において問題がないこと。 

 （４）授業料等の費用を全て納付していること。 

学修支援等 

（概要） 

学年担任制度、少人数指導、就職サポート制度があり学校生活から就職活動まで幅広

く支援体制を設けている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 0人 

（100％） 

0人 

（  ％） 

0人 

（  ％） 

0人 

（  ％） 

（主な就職、業界等） 

 

（就職指導内容） 

（就職指導内容） 

学生の適性を把握し個別指導を実施。企業訪問研修やインターンシップ等実施し就職観

を育成し就職へと結びつける。学校独自にウィンター業界からの求人情報等の情報を提

供している。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

Word文書処理技能認定試験 3 級、Excel表計算処理技能認定試験 3 級、社会人常識マナ

ー検定 3級、スポーツ医学検定、NSCA-CPT検定 

（備考）（任意記載事項） 

2023年新設学科 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  0人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

なし 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任による学生状況の把握、個別面談等実施し、全教職員にて情報共有し支援や退学

抑止に努めている。 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文化・教養課

程 

スケート学科スケー

トボードビジネスｺｰｽ 
〇  



  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

昼 

1,794 

単位時間／単位 

308 単位

時間/単

位 

398 単位

時間/単

位 

864 単位

時間/単

位 

0 単位時

間/単位 

224 単位

時間/単

位 

1,794単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

20人 6人 0 人 5人 13人 

 

18人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

教育理念、ボードスポーツ業界の動向や現状を踏まえ、基礎基本の定着、応用へと発

展させる。さらに、即戦力となる力を養う実践的な授業展開となるよう計画、作成す

る。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

①必修科目とされているものは、全て履修しなければならない。 

②成績評価は、出席率、普段の授業態度、科目修了時の考査、確認テスト、提出課題、

検定取得状況、大会成績等の資料によって総合的に評価する。 

③考査試験（筆記、実技）については、60点以上を合格点とする。出席については、

80%以上の出席率の者に対して評価をする。 

④各科目の成績は、100点満点で評価をする。 

講義：考査（60%）、平常点（40%） 実技・実習：関心、意欲、態度、技能 

※平常点は、学習意欲、理解度、出席率などをいう。 

※各科目の実情により、評価基準を変更し評価をする場合がある。 

⑤成績評価はＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階とする。 

A（秀 80点以上）B（優 70点以上）C（良 60点以上）D（不可 60点未満） 

⑥考査資格。出席、授業態度等に問題がある者は、評価考査の対象から外れる場合が

ある。 

⑦追試。D 評価の科目は追試を受けることができる。追試合格の科目は原則として C

評価となる。追試に合格しない者は科目不合格となる。追試を受験する場合は、試験

料を納入しなければならない。 

⑧認定試験。追試験不合格者は認定試験を受けることができる。認定試験合格の科目

は C評価とし、合格しない者は科目不合格となる。認定試験を受験する場合は、試験

料を納入しなければならない。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

本校では、以下のような能力を身につけ、かつ所定の単位を修得した学生に対して卒

業を認定する。年度末の判定会議において審査し決定する。 

 

ディプロマポリシー 

（１）専門知識・技術、魅力ある人間力を備えていること。 

（２）各業界、地域社会で活躍・貢献できる実践力をもっていること。 

（３）創造力、問題発見力・解決能力をもっていること。 

 

卒業条件基準 

（１）全年次の出席が良好（８０％以上）であること。 

（２）全年次の科目評価が全てＣ以上であること。 



  

（３）その他、生活行為等において問題がないこと。 

（４）授業料等の費用を全て納付していること。 

 

進級条件 

 （１）1年次の出席が良好（８０％以上）であること。 

 （２）1年次の科目評価が全てＣ以上であること。 

 （３）その他、生活行為等において問題がないこと。 

 （４）授業料等の費用を全て納付していること。 

学修支援等 

（概要） 

学年担任制度、少人数指導、就職サポート制度があり学校生活から就職活動まで幅広

く支援体制を設けている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 0人 

（100％） 

0人 

（  ％） 

0人 

（  ％） 

0人 

（  ％） 

（主な就職、業界等） 

 

（就職指導内容） 

（就職指導内容） 

学生の適性を把握し個別指導を実施。企業訪問研修やインターンシップ等実施し就職観

を育成し就職へと結びつける。学校独自にウィンター業界からの求人情報等の情報を提

供している。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

Word文書処理技能認定試験 3 級、Excel表計算処理技能認定試験 3 級、社会人常識マナ

ー検定 3級、スポーツ医学検定、NSCA-CPT検定 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  0人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

なし 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任による学生状況の把握、個別面談等実施し、全教職員にて情報共有し支援や退学

抑止に努めている。 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文化・教養課

程 

大学併修研究科スノ

ーボードコース 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

昼 

1,863 

単位時間／単位 

454 単位

時間/単

位 

0 単位時

間/単位 

192 単位

時間/単

位 

0 単位時

間/単位 

1,217 単

位時間/

単位 

1,863単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

20人 1人 0 人 5人 13人 

 

18人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

教育理念、ボードスポーツ業界の動向や現状を踏まえ、基礎基本の定着、応用へと発

展させる。さらに、即戦力となる力を養う実践的な授業展開となるよう計画、作成す

る。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

①必修科目とされているものは、全て履修しなければならない。 

②成績評価は、出席率、普段の授業態度、科目修了時の考査、確認テスト、提出課題、

検定取得状況、大会成績等の資料によって総合的に評価する。 

③考査試験（筆記、実技）については、60点以上を合格点とする。出席については、

80%以上の出席率の者に対して評価をする。 

④各科目の成績は、100点満点で評価をする。 

講義：考査（60%）、平常点（40%） 実技・実習：関心、意欲、態度、技能 

※平常点は、学習意欲、理解度、出席率などをいう。 

※各科目の実情により、評価基準を変更し評価をする場合がある。 

⑤成績評価はＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階とする。 

A（秀 80点以上）B（優 70点以上）C（良 60点以上）D（不可 60点未満） 

⑥考査資格。出席、授業態度等に問題がある者は、評価考査の対象から外れる場合が

ある。 

⑦追試。D 評価の科目は追試を受けることができる。追試合格の科目は原則として C

評価となる。追試に合格しない者は科目不合格となる。追試を受験する場合は、試験

料を納入しなければならない。 

⑧認定試験。追試験不合格者は認定試験を受けることができる。認定試験合格の科目

は C評価とし、合格しない者は科目不合格となる。認定試験を受験する場合は、試験

料を納入しなければならない。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

本校では、以下のような能力を身につけ、かつ所定の単位を修得した学生に対して卒

業を認定する。年度末の判定会議において審査し決定する。 

 

ディプロマポリシー 

（１）専門知識・技術、魅力ある人間力を備えていること。 

（２）各業界、地域社会で活躍・貢献できる実践力をもっていること。 

（３）創造力、問題発見力・解決能力をもっていること。 



  

 

卒業条件基準 

（１）全年次の出席が良好（８０％以上）であること。 

（２）全年次の科目評価が全てＣ以上であること。 

（３）その他、生活行為等において問題がないこと。 

（４）授業料等の費用を全て納付していること。 

 

進級条件 

 （１）1年次の出席が良好（８０％以上）であること。 

 （２）1年次の科目評価が全てＣ以上であること。 

 （３）その他、生活行為等において問題がないこと。 

 （４）授業料等の費用を全て納付していること。 

学修支援等 

（概要） 

学年担任制度、少人数指導、就職サポート制度があり学校生活から就職活動まで幅広

く支援体制を設けている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 0人 

（100％） 

0人 

（  ％） 

0人 

（  ％） 

0人 

（  ％） 

（主な就職、業界等） 

 

（就職指導内容） 

（就職指導内容） 

学生の適性を把握し個別指導を実施。企業訪問研修やインターンシップ等実施し就職観

を育成し就職へと結びつける。学校独自にウィンター業界からの求人情報等の情報を提

供している。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

Word文書処理技能認定試験 3 級、Excel表計算処理技能認定試験 3 級、社会人常識マナ

ー検定 3級、スポーツ医学検定、NSCA-CPT検定 

（備考）（任意記載事項） 

2024年度 1学年のみ在籍 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  0人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

なし 



  

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任による学生状況の把握、個別面談等実施し、全教職員にて情報共有し支援や退学

抑止に努めている。 

 

 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文化・教養課

程 

大学併修研究科スケ

ートボードコース 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

昼 

1,782 

単位時間／単位 

454 単位

時間/単

位 

0 単位時

間/単位 

952 単位

時間/単

位 

0 単位時

間/単位 

376 単位

時間/単

位 

1,782単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

20人 0人 0 人 5人 13人 

 

18人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

教育理念、ボードスポーツ業界の動向や現状を踏まえ、基礎基本の定着、応用へと発

展させる。さらに、即戦力となる力を養う実践的な授業展開となるよう計画、作成す

る。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

①必修科目とされているものは、全て履修しなければならない。 

②成績評価は、出席率、普段の授業態度、科目修了時の考査、確認テスト、提出課題、

検定取得状況、大会成績等の資料によって総合的に評価する。 

③考査試験（筆記、実技）については、60点以上を合格点とする。出席については、

80%以上の出席率の者に対して評価をする。 

④各科目の成績は、100点満点で評価をする。 

講義：考査（60%）、平常点（40%） 実技・実習：関心、意欲、態度、技能 

※平常点は、学習意欲、理解度、出席率などをいう。 

※各科目の実情により、評価基準を変更し評価をする場合がある。 

⑤成績評価はＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階とする。 

A（秀 80点以上）B（優 70点以上）C（良 60点以上）D（不可 60点未満） 

⑥考査資格。出席、授業態度等に問題がある者は、評価考査の対象から外れる場合が

ある。 

⑦追試。D 評価の科目は追試を受けることができる。追試合格の科目は原則として C

評価となる。追試に合格しない者は科目不合格となる。追試を受験する場合は、試験

料を納入しなければならない。 

⑧認定試験。追試験不合格者は認定試験を受けることができる。認定試験合格の科目

は C評価とし、合格しない者は科目不合格となる。認定試験を受験する場合は、試験

料を納入しなければならない。 

卒業・進級の認定基準 



  

（概要） 

本校では、以下のような能力を身につけ、かつ所定の単位を修得した学生に対して卒

業を認定する。年度末の判定会議において審査し決定する。 

 

ディプロマポリシー 

（１）専門知識・技術、魅力ある人間力を備えていること。 

（２）各業界、地域社会で活躍・貢献できる実践力をもっていること。 

（３）創造力、問題発見力・解決能力をもっていること。 

 

卒業条件基準 

（１）全年次の出席が良好（８０％以上）であること。 

（２）全年次の科目評価が全てＣ以上であること。 

（３）その他、生活行為等において問題がないこと。 

（４）授業料等の費用を全て納付していること。 

 

進級条件 

 （１）1年次の出席が良好（８０％以上）であること。 

 （２）1年次の科目評価が全てＣ以上であること。 

 （３）その他、生活行為等において問題がないこと。 

 （４）授業料等の費用を全て納付していること。 

学修支援等 

（概要） 

学年担任制度、少人数指導、就職サポート制度があり学校生活から就職活動まで幅広

く支援体制を設けている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 0人 

（100％） 

0人 

（  ％） 

0人 

（  ％） 

0人 

（  ％） 

（主な就職、業界等） 

 

（就職指導内容） 

（就職指導内容） 

学生の適性を把握し個別指導を実施。企業訪問研修やインターンシップ等実施し就職観

を育成し就職へと結びつける。学校独自にウィンター業界からの求人情報等の情報を提

供している。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

Word文書処理技能認定試験 3 級、Excel表計算処理技能認定試験 3 級、社会人常識マナ

ー検定 3級、スポーツ医学検定、NSCA-CPT検定 

（備考）（任意記載事項） 

2024年度 1学年のみ在籍 

 

 

中途退学の現状 



  

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  0人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

なし 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任による学生状況の把握、個別面談等実施し、全教職員にて情報共有し支援や退学

抑止に努めている。 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文化・教養課

程 

アクションスポーツ

専攻科 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

1年 

昼 

920 

単位時間／単位 

102 単位

時間/単

位 

114 単位

時間/単

位 

536 単位

時間/単

位 

0 単位時

間/単位 

168 単位

時間/単

位 

1,782単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

5人 2人 0 人 5人 13人 

 

18人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

教育理念、ボードスポーツ業界の動向や現状を踏まえ、基礎基本の定着、応用へと発

展させる。さらに、即戦力となる力を養う実践的な授業展開となるよう計画、作成す

る。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

①必修科目とされているものは、全て履修しなければならない。 

②成績評価は、出席率、普段の授業態度、科目修了時の考査、確認テスト、提出課題、

検定取得状況、大会成績等の資料によって総合的に評価する。 

③考査試験（筆記、実技）については、60点以上を合格点とする。出席については、

80%以上の出席率の者に対して評価をする。 

④各科目の成績は、100点満点で評価をする。 

講義：考査（60%）、平常点（40%） 実技・実習：関心、意欲、態度、技能 

※平常点は、学習意欲、理解度、出席率などをいう。 

※各科目の実情により、評価基準を変更し評価をする場合がある。 

⑤成績評価はＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階とする。 

A（秀 80点以上）B（優 70点以上）C（良 60点以上）D（不可 60点未満） 

⑥考査資格。出席、授業態度等に問題がある者は、評価考査の対象から外れる場合が

ある。 

⑦追試。D 評価の科目は追試を受けることができる。追試合格の科目は原則として C

評価となる。追試に合格しない者は科目不合格となる。追試を受験する場合は、試験

料を納入しなければならない。 

⑧認定試験。追試験不合格者は認定試験を受けることができる。認定試験合格の科目



  

は C評価とし、合格しない者は科目不合格となる。認定試験を受験する場合は、試験

料を納入しなければならない。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

本校では、以下のような能力を身につけ、かつ所定の単位を修得した学生に対して卒

業を認定する。年度末の判定会議において審査し決定する。 

 

ディプロマポリシー 

（１）専門知識・技術、魅力ある人間力を備えていること。 

（２）各業界、地域社会で活躍・貢献できる実践力をもっていること。 

（３）創造力、問題発見力・解決能力をもっていること。 

 

卒業条件基準 

（１）全年次の出席が良好（８０％以上）であること。 

（２）全年次の科目評価が全てＣ以上であること。 

（３）その他、生活行為等において問題がないこと。 

（４）授業料等の費用を全て納付していること。 

 

 

学修支援等 

（概要） 

学年担任制度、少人数指導、就職サポート制度があり学校生活から就職活動まで幅広

く支援体制を設けている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 0人 

（100％） 

0人 

（  ％） 

0人 

（  ％） 

0人 

（  ％） 

（主な就職、業界等） 

 

（就職指導内容） 

（就職指導内容） 

学生の適性を把握し個別指導を実施。企業訪問研修やインターンシップ等実施し就職観

を育成し就職へと結びつける。学校独自にウィンター業界からの求人情報等の情報を提

供している。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

JSBA公認プロスノーボーダー、JSA公認インストラクター― 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

 

中途退学の現状 



  

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  0人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

なし 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任による学生状況の把握、個別面談等実施し、全教職員にて情報共有し支援や退学

抑止に努めている。 

 

 

 

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 

備考（任意記載事

項） 

  ウィンタース

ポーツ学科スノー

ボードｺｰｽ 

70,000円 1,230,000円 510,000円  

  スポーツビジ

ネス学科 
70,000円 1,230,000円 500,000円  

  スノーボード

学科 70,000円 1,330,000円 450,000円  

  スケートボー

ド学科 70,000円 1,330,000円 350,000円  

大学併修研究科 70,000円 1,000,000円 510,000円  

アクションスポー

ツ研究科 70,000円 1,330,000円 510,000円  

修学支援（任意記載事項） 

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://jwsc-snow.com/blog/wp-

content/themes/jwsc/file/disclosure/2023/r4_jikohyouka.pdf 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

学校評価委員を選任し学校関係者評価委員会を実施し、学校運営の改善、教育活動の

改善を図る。評価項目は、教育理念、学校運営、教育活動、学修成果、学生支援、教育

環境、学生の受入れ募集、財務、法令等の遵守、社会貢献・地域貢献の項目から意見を

頂く。委員については、関係業界、地域住民、保護者、卒業生より 3名程度専任する。 

評価結果をとりまとめ、学校運営改善案を策定し学校運営に努めていく。併せて、ホ

ームページに情報を公開していく。 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 



  

PSA ASIA理事 令和 5年 4月 1日～ 

令和 7年 3月 31日 

団体代表 

一般社団法人 

アウトドアソリューション 

令和 5年 4月 1日～ 

令和 7年 3月 31日 

企業代表 

   

   

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://jwsc-snow.com/blog/wp-

content/themes/jwsc/file/disclosure/2023/r4_gakkouhyouka.pdf 

 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://jwsc-snow.com/ 

 


